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4 泌尿生殖器奇形を伴った神経芽細胞腫の一例
0沼部博直，木ノ上啓子，細谷亮太，西村昂三，本
　多輝男（小児科），浦田義孝，伊藤伸一，小柳泰
　久（外科第三），豊田充康（病院病理部），石川
　由起雄（病理学第一）
　症例は1才8ヵ月女児，発熱・腹部腫瘤あり精査
し，副腎原発神経芽細胞腫IVB期と診断した。腫
瘍細胞の染色体分析では近2倍体で，多数のD・ouble
minutesを伴い，　N－mycは6倍の増幅を示した。
厚生省神経芽細胞腫研究班のプロトコールに準じ，
化学療法にて腫瘍の縮小を待ち，delayed　primary
surgeryを施行した。しかし，左副腎原発巣ならび
に周辺のリンパ節の郭清は行ったが，右腎の無形成
があり左向の摘出は不可能であった。手術後も化学
療法を継続したが，肝・骨髄・下顎骨などへの転移
が見られ，約9ヵ月の経過にて死亡した。剖検時，
重複子宮ならびに重複膣を有することが判明した。
剖検時の転移巣のN－lny　cは50～100倍と高度に増
幅されていた。
6　　　子宮体部明細胞癌培養株（TMCC－2）に
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　42歳，子宮体部明細胞癌患者の手術標本を培養
材料として子宮体部明細胞癌培養株（TMCC－2）
を樹立し，第33継代細胞を用いてHLA－A，　B，C
およびDRに対してはmicrocytotoxity　testを行
い，class　I，且抗原のframeworkについては
間接モノクローナル抗体ロゼット法によって検索
した。HLA　typingではA33，B5，B7，B44が陽性
で，class　I抗原のframeworkも検出された。
しかし，classH抗原（DR）は同定不能で，その
frameworkも検出されなかった。同時に行った
染色体分析ではHLAの遺伝子座である第6染色体
p21～22の欠損等が確認されなかった。このこと
からclassH抗原の発現の消失は遺伝情報の転写，
発現レベルに関与していることが示唆された。
5　　　合成磁性蛍光免疫ラテックスによる悪性腫瘍の
　　免疫狙撃療法および特異的磁気分離療法への応用
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　我々は，受身凝集反応の担体の研究から，微細なラテ
ヅクス粒子の表面にCOOH一およびOH一などの官能基
を保有させた免疫ラテックス（Im：Lx）を合成し，さら
にこの粒子内に磁性粒子と蛍光色素の一方又は双方を包
含させた磁性（蛍光）1mLx作製と物性の検討を行い，
前者は特異的抗体を結合させ，磁石に対する反応性から
一抗原エピトープの有無による細胞の分離に，後者は新
しい標識抗体法への道を開くことを明らかにした。
　本研究はその延長で，磁性粒子の作製にUge正stadt
らのswelling法を用いてより均一な磁性粒子を得，そ
の表面に直接，または間接に抗腫瘍剤（DaunOmycin）
と抗腫瘍単クローン抗体とを結合させることにより，有
効な免疫狙撃療法の確立と，強力な磁場におくことによ
り転移の主な原因である流血中の腫瘍細胞の特異的除去
の基礎的研究を行ない，有望な成績が得られているので，
技術的面も含めて報告する。
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Lentinan　was　analyzed　the　subsets　of
peripheral　1ynphocytes　and　the　capacity
to　moderate　irnmune　responses　of　regional
lyrnph　nodes　and　peripheral　blood　in　the
patients　with　gastric　cancer．　The　ratios
of　CD3　and　CD4　positive　cells　and　NK
cell　were　increased　not　significantly．
Y－interferon　production　in　both　lympho－
cytes　obtained　were　significantly
augmented　by　pre　and　postoperative
administration　of　Lentinan．　Lentinan　is
feasible　as　many　cytokines　inducer　for
gastric　cancer　patlents．
（2）
